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【ライブラリーコンサート】
�11月６日(土)18時30分～(18時開場)
�図書館　�アンサンブルの夕べ　�
中鼻佐和(バイオリン)、池松郁(クラ
リネット)、井手智佳子・内藤雪子(ピ
アノ)　�図書館友の会(123-1746)

【ダイアン吉日講演会】
�11月６日(土)10時～11時40分　�講
演「ダイアンから見た日本」ほか　�
＆�＆�芦屋大学附属中学校・高等学
校(10120-898-075)※バス送迎

【レッツトライ！エンジョイテニス】
�初心(級)者①幼稚園児～小学２年生48
人②小学３年生～高校生48人　�11月６
日(土)①９時30分～11時②11時～12時45
分（雨天中止） �芦屋公園テニスコート
�500円　�＆�郵送またはファクスで
申込用紙を11月５日(金)までに、芦屋市
テニス協会(122-3852/FAX22-7634）へ

【三田谷フェスティバル】
�11月６日(土)10時30分～14時　�三田
谷治療教育院グラウンド　�模擬店・
アトラクション・バザー等　�三田谷
フェスティバル実行委員会(122-5025)

【ホームヘルパー等養成講座】
�①ガイドヘルパー(重度視覚障害者課程、
全身性障害者課程) ②２級ホームヘルパー
�①11月7日～20日②11月27日～平成17年
３月26日　�①訪問介護養成研修２級課程
修了または介護福祉士②先着40人　�①
36,000円②80,000円　�＆�＆�あしや喜
楽苑・事業企画部(134-9287/FAX34-9292）

【ＭＯＡ美術館芦屋児童作品展】
�11月12日(金)～14日(日)９時～17時
( 1 4日は1 5時まで)　�公民館ギャラ
リー　�実行委員会(138-7575）

【第11回兵庫の川サミットin芦屋川】
�11月13日(土)13時～16時　�ルナ･
ホール　�基調講演・小池百合子氏(環
境大臣)ほか　�＆�芦屋川に魚を増
やそう会(123-2066/FAX38-7066)

【芦屋市身体障害児者父母の会
　バスツアー(姫路城ほか)】
�11月13日(土)　�先着15家族　�身障
手帳所持児者無料・家族大人1,500円・小
学生まで1,000円　�＆�芦屋市身体障害
児者父母の会・木村(1/FAX22-0827）

【市民ハイキング】
�11月14日(日)８時30分～　�阪神芦
屋駅改札前集合→神鉄箕谷駅→柏尾台
→稚子が墓山→箕谷駅　�1 , 000円　
	弁当等　�芦屋登山会・大山(131-
1923、夜間のみ）

【浜風の家の催し】
�①絵本のよみきかせ会②浜風コンサート
「秋の音、虫の音、いいえフルートです！」
�①11月14日(日)10時30分～②11月27
日(土)14時～15時
※ほかにも催しあります。詳細は下記へ
�＆�浜風の家(135-5700)

【丹波の朝採り有機野菜市】
�11月17日(水)10時～　�ワークホー
ムつつじ(西宮市郷免町4-1)　�ワーク
ホームつつじ・仁頃(122-7044)

【尾根歩き幻の芦屋川発電所を探る】
�11月20日(土)13時30分～17時　�阪神芦
屋駅東改札前(雨天順延)　�阪急バス芦
有道路芦屋ゲート下車みどり橋脇より旧
水路道南下　�500円(資料代)交通費別
�芦屋の景観を考える会・福嶋(131-7986)

【ナルク芦屋講演会】
�11月20日(土)14時30分～16時  �エ
ルホーム芦屋　�「団塊の世代のシニ
アデビュー」で社会はどう変わるか？
�＆�ナルク芦屋・森脇(122-5463)

【小学生による大縄跳び大会】
�11月23日(火・祝)13時～17時　�宮
川小学校体育館　�低学年と高学年の
部、チーム編成８～12人　�芦屋青年
会議所(122-6946)

【よみうり読書　芦屋サロン】
�11月24日(水)14時～　�ルナ・ホール　
�「第110回芥川賞作家の奥泉光さんを囲ん
で」　�300人　�＆�はがきかファクス
に郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号
を明記し16日(火)までに読売新聞大阪本社
「芦屋サロン」事務局(106-6881-7190/FAX06-
6881-7191〒530-8551大阪市北区野崎町5-9)へ

【母親セミナー】
�11月25日(木)10時～11時30分　�市民セ
ンター212・213室　�「どこに行ったの母
性愛」　�倫理研究所・赤松(134-2697）

【城山登山会市民交流会】
�11月28日(日)※雨天中止　�高座の滝
広場　�11時～12時到着のかた100人
「ぜんざい」で交流　�古結(123-1921)

【読売映画試写会　芦屋プレビュー】
�12月９日(木)18時30分　�ルナ・ホール
�五線譜のラブレター ～DE  LOVELY～
�230組460人　�＆�はがきに郵便番
号・住所・氏名・年齢・職業を明記し、
11月25日(木)までに読売新聞大阪本社事
業局「芦屋プレビュー」係(1 06-6366-
1847 〒530-8551大阪市北区野崎町5-9）へ

【ミュージアムコンサート】
�12月20日(月)18時30分～　�美術博物
館ホール　�魂に響く「詩と絵と音楽と」
�谷川賢作(ピアノ)、続木力(ハーモニ
カ)、道上洋三(朗読)　�2,000円　�芦
屋おたすけたい・加藤(131-7405)

　
最
近
は
日
本
初
の
貨
幣
の

座
を
奈
良
県
飛
鳥
池
遺
跡
な

ど
で
出
土
例
の
知
ら
れ
る

ふ
ほ
ん
せ
ん

「
富
本
銭
」
に
う
ば
わ
れ
た

感
が
し
ま
す
が
、
教
科
書
に

も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
「
和

同
開
珎
（
わ
ど
う
か
い
ち

ん
）」
は
、
市
内
で
も
出
土

し
て
い
ま
す
。

　
寺
田
遺
跡
で
最
初
の
例
が
み
つ
か
り
、

続
け
て
津
知
遺
跡
で
も
他
の
皇
朝
十
二
銭

と
と
も
に
出
土
し
ま
し
た
。
銀
銭
は
和
銅

元
年
（
七
〇
八
）
五
月
か
ら
、
銅
銭
は
同

年
七
月
か
ら
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
に
わ

い

た
っ
て
鋳
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
珎
」
は
「
宝
」
の
略
で
あ
り
、
「
わ

ど
う
か
い
ほ
う
」
と
呼
ぶ
べ
き
と
の
考
え

方
も
み
ら
れ
ま
す
が
、
「
珎
」
は
「
珍
」

の
古
字
と
し
て
、
「
和
同
」
も
年
号
か
ら

和
同
開
珎
が
語
る
芦
屋
の
古
代

で
は
な
く
、
「
人

民
和
同
」
「
和

親
」
と
の
意
味
か

ら
出
て
き
た
も
の

と
説
く
見
方
も
あ

り
ま
す
。

　
さ
て
、
拓
本
は

寺
田
遺
跡
第
一
次

調
査
の
建
物
３
の
柱
穴
か
ら
出
土
し
た
三

点
の
う
ち
の
一
点
と
津
知
遺
跡
第
二
次
調

査
の
穴
２
２
９
か
ら
出
土
し
た
一
点
で
す
。

前
者
の
三
点
は

互
い
に
貼
り
つ

い
た
形
で
出
土

し
ま
し
た
。
円

形
に
方
孔
を
有

し
、
「
和
同
開

珎
」
の
四
文
字

が
右
回
り
に
配

  　　　 精道村時代の思い出　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　大桝町　藤井　武

　
こ
こ
に
一
冊
の
本
が
あ
る
。
題
し
て
『
芦
屋
今
む
か
し
』。

　
ま
ず
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
芦
屋
川
ト
ン
ネ
ル(

天
井
川
風

景)

で
あ
る
。
「
途
中
に
は
砂
川
幾
ヶ
所
あ
り
て
其
川
堤
の

下
を
潜
り
て
走
れ
る
也
。
蓋
し
其
穴
の
道
を
煉
瓦
石
に
て
洞

穴
の
如
く
円
形
に
築
造
せ
り
と
。
之
を
ト
ン
ネ
ル
と
唱
へ
…
」

と
、
阪
神
鉄
道
雑
報(

明
治
六
年)

か
ら
引
用
さ
れ
た
説
明
文
が

添
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
鉄(

現
Ｊ
Ｒ)
に
つ
い
て
は
「
明
治
七
年
五
月
、
大

阪
・
神
戸
間
に
鉄
道(

単
線)
が
開
通
し
ま
し
た
が
、
当
時
の

駅
は
、
大
阪
・
西
宮
・
三
宮
・
神
戸
駅
と
、
六
月
に
開
設
の

神
崎
・
住
吉
駅
だ
け
で
し
た
。
芦
屋
駅
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、

大
正
二
年
八
月
で
、
精
道
村
の
請
願
に
よ
り
、
用
地
三
千
坪
、

工
事
費
一
万
円
を
寄
付
し
て
新
設
」
と
書
い
て
あ
る
。

　
国
鉄
芦
屋
駅
の
な
つ
か
し
い
写
真
を
見
な
が
ら
、
私
は
精
道

村
時
代(

現
在
の
芦
屋)

に
生
ま
れ
て
幸
せ
者
だ
と
思
う
。

　
ほ
か
に
も
、
芦
屋
川
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
て
走
る
汽
車
、
昭
和

十
年
ご
ろ
の
六
麓
荘
バ
ス
が
写
っ
て
い
る
。
そ
の
当
時
、
「
田

舎
の
バ
ス
は
お
ん
ぼ
ろ
車
で
こ
ぼ
こ
道
を
ガ
タ
ガ
タ
走
る
」
と
、

少
女
が
よ
く
歌
っ
て
い
た
。

さ
れ
て
い
ま
す
。
寺
田
遺
跡
の
例
は
外
縁

径
二
・
四
六
セ
ン
チ
、
内
郭
辺
〇
・
六
二

セ
ン
チ
を
測
る
大
き
さ
の
銅
銭
で
す
。

か

も
ち
ょ
う
ぜ

ず

　
銅
銭
は
京
都
府
相
楽
郡
加
茂
町
銭
司
、

す
ぜ
ん
じ

山
口
県
山
口
市
鋳
銭
司
な
ど
の
遺
跡
か
ら

鋳
型
・
フ
イ
ゴ
・
ル
ツ
ボ
な
ど
の
鋳
造
道

具
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
盛
ん
に
生
産
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
全
国
的
に
も

と
ん
き
ん

広
く
流
通
し
、
中
国
や
渤
海
の
東
京
城
遺

跡
か
ら
も
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
芦
屋
の
場
合
、
芦
屋
川
右
岸
の
古
代

か
ん
が

官
衙
の
集
中
地
域
か
ら
の
出
土
例
で

あ
り
、
古
代
社
会
に
お
け
る
お
金
の

役
割
の
多
様
性
（
地
鎮
や
祭
祀
）
を

物
語
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
す
。

　
日
本
初
の
通
貨
は
、
芦
屋
で
は
広

く
流
通
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
※
新
札
発
行

(

十
一
月
一
日)

に
ち
な
み
ま
し
た
。

芦
屋
考
古
学
再
発
見
４

問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
　
1
#1
９
０
６
６

市民の�
ひろば�

マ
イ
・
オ
ピ
ニ
オ
ン

マ
イ
・
オ
ピ
ニ
オ
ン�

マ
イ
・
オ
ピ
ニ
オ
ン�

●凡例…�日時（日程）、�会場・場所、�内容、�対象・定員、
講師、�出演、

�費用(記載の無い催しは無料)、	持ち物、�申し込み、�問い合わせ

A 寺田遺跡出土

B 津知遺跡出土


